




































































　2012 年度は、研究成果の取りまとめとその発信の年度と位置づけ、そのための作業として 7 回
（東京部会 5 回、全体会 2 回）の共同研究会を行った。




















　諸般の事情により、7 月から 10 月まで活動が中断したため、成果報告書を分冊することに決定




いては、『神奈川大学 国際常民文化研究機構年報』1 ～ 4 に掲載している。
３．成果
　 1）国際常民文化研究機構 第 2回国際シンポジウム　公開研究会
　2010 年 12 月 11～12 日に開催された国際常民文化研究機構第 2 回国際シンポジウム「“モノ”語


























　（ 1 ）『国際常民文化研究叢書 6 ―民具の名称に関する基礎的研究―［民具名一覧編］』
　これまでの活動による成果、とくに地域で収集されている民具コレクションのデータを集積して
いくことでまとめることができた「民具名一覧」が、このプロジェクトの中心的な成果物である。
全国版と地域版とは、それぞれ両極からの視点でまとめたことになる。2013 年 3 月には、全国版


















　（ 2 ）『国際常民文化研究叢書 9 ―民具の名称に関する基礎的研究―［地域呼称一覧編］』
　最終年度は 2 冊目の成果報告書として、 ［地域呼称一覧編］を 2015 年 3 月に発行する予定であ
る。地域ごとに検討を加えた「地域呼称一覧」を紹介するとともに、これを全国版の民具名一覧と
合体させて、地域のデータ間の比較ができる一覧表を提示する。今後、さらに各地のデータを加え
て改訂しつつ成長させていける民具名の一覧の基盤になればと考えたものである。
